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２０１０年署名数を突破！ 
（２０１０年４月末最終集約：６９万８８３９筆） 

「核兵器全面禁止のアピール」署名 
（２０１４年１２月２６日現在）大阪１００万署名めざして 

７７万１２３１筆 

  

 

 

 

被
爆
七
十
年
、
核
兵
器
廃
絶
の
節
目
の
年
に
！ 

 

大阪１００万署名１５０人代表団成功へ 

やかに、元気に 

1 月６日（火）５時署名宣

伝行動・ＪＲ天王寺東口 

 

明
け
ま
し
て 

 
 

 
 
 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

 

原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会 

  
 
 
 
 

理
事
長 

岩
田
幸
雄 

     
 
 
 

 

 

 
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
の
皆
様
の
ご
奮
闘
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。 戦

後
七
○
年
、
被
爆
七
○
年
を
む
か
え
る
今
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
の
年
で
も
あ
り
、
核
兵
器
禁
止
に
む
け
て
具
体
的
な
形

で
前
進
を
図
れ
る
か
ど
う
か
の
正
念
場
の
年
で
す
。 

昨
年
を
上
回
る
み
ん
な
の
頑
張
り
で
、
な
ん
と
し
て
も
百
万

を
達
成
し
百
五
十
名
の
代
表
団
を
派
遣
し
て
、
核
兵
器
全
面
禁

止
条
約
の
交
渉
を
は
じ
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

核
保
有
国
の
み
な
ら
ず
日
本
政
府
ま
で
も
核
兵
器
禁
止
に
消

極
的
態
度
を
と
り
続
け
、
さ
ら
に
高
齢
に
な
ら
れ
た
被
爆
者
の

原
爆
症
認
定
申
請
を
却
下
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
ま
せ
ん
。 

核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
と
日
本
を
つ
く
り
あ
げ

る
力
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
主
権
者
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
「
新
基
地
建
設
反
対
」
の
翁
長
さ

ん
が
圧
勝
し
、
総
選
挙
で
も
核
兵
器
廃
絶
、
憲
法
を
守
る
運
動

の
先
頭
に
立
つ
日
本
共
産
党
が
大
躍
進
し
た
こ
と
は
本
当
に
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
今
春
は
一
斉
地
方
選
挙
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
一
段
と
多
忙
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
お
互
い

に
元
気
で
活
動
し
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

関西原水協学校 in滋賀 
○開催日時・講座開始時間・参加

費、会場 

☆１月３１日（土）第１日目 

・講座Ⅰ 緒方靖夫さん 

会場：草津市立まちづくりセンタ

ー   （日本共産党副委員長） 

「国際情勢と核兵器廃絶運動」 

時間帯―１３：３５～１５：１５ 

・講座Ⅱ 愛須勝也さん 

「ノーモア・ヒバクシャ訴訟と被

爆行政」（弁護士、ノーモア・ヒ

バクシャ言語団事務局長） 

時間帯、１５：３０～１７：００ 

☆２月１日（日）安井正和さん 

「被爆７０年と日本原水協の役

割」（日本原水協事務局長） 

時間帯―１０：００～１１：３０ 

○参加費１万５千円 各講座千

円 

夕食交流会５千円 

 

 

今
年
は
被
爆
七
○
年
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始

を
求
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
の
歴

史
的
な
年
と
な
り
ま
す
。
こ

の
重
要
な
年
明
け
に
開
催
さ

れ
る
２
０
１
５
関
西
原
水
協

学
校
で
す
。 

 

毎
年
で
す
が
、
現
在
の
情

勢
を
的
確
に
と
ら
え
、
参
加

者
に
機
敏
に
伝
え
る
講
師
陣

で
好
評
で
す
。
今
年
の
講
師

も
緒
方
靖
夫
さ
ん
、
愛
須
勝

也
さ
ん
、
安
井
正
和
さ
ん
と 

広
く
深
く
学
べ
る
講
演
内
容 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

開
催
場
所
は
、
滋
賀
県
草

津
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。
滋

賀
原
水
協
の
仲
間
が
奔
走
し

て
会
場
を
確
保
し
て
く
だ
さ

り
、
初
め
て
草
津
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。 
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核兵器の非人道性の発言続いたウイーン会議 

 

 １２月８、９日オーストリア・ウイーンで開かれ

た第３回目の「核兵器の人道性に関する会議」がオ

ーストリア政府主催で開催され、１５８カ国が参加

しました。日本被団協・日本原水協から９名の代表

団が参加。第１日目カナダ在住のセツコ・サーロさ

ん、第２日目も日本被団協事務局長・田中照美さん

が被爆証言し、核兵器の非人道性を参加国で確認し

合いました。初参加のアメリカ、イギリスは「核兵

器禁止条約は非現実的」と国際的な流れを批判。日

本政府代表・佐野利男軍縮大使が「（核兵器が使用 

されたとき救済できないに対し）あまりにも悲観的。

防護服を着れば救済できる」の発言に対し、被爆者

各ＮＧＯから猛抗議を受ける場面がありました。 

 

 ヨーロッパ屈指の名門で７００年の歴史を誇るウ

イーン大学。９人のノーベル賞受賞者を出していま

す。代表団は、ロビー横で２日間原爆展を開催し多

くの学生、教授から１６０筆の署名をいただきまし

た。好評だったのが「オリヅル」で、悪戦苦闘して

時間をかけており上げていました。日本からの留学

生もうれしそうに訪ねてくれ、みなさん日本語が話

せるのがうれしいのか、「あまり広島・長崎にこと知

りません」と、夜の被爆者証言集会にも参加してく

れました。日本学のイナ・ハン教授は、「今日の日の

ために、大江健三郎さんの広島ノート、井伏鱒二さ

んの黒い雨を学生と一緒に勉強してきました」と 

と流暢な日本語で話してくれました。たくさん学ん

だウイーン大学での原爆展でした。 

 

 ican（アイキャン：核兵器廃絶キャンペーン）主

催の「市民社会フオーラム」で原爆展を開催。そこ

に、オーストリア軍縮大使のクレメントさんが訪ね

てくださいました。クレメント大使は、２０１４年

原水爆禁止世界大会に参加され、「オーストリアで

核兵器の人道性に関する会議を開きます。どうぞ日

本からもウイーンに来て下さい」と訴えられまし

た。この訴えに応えてくれたことへの感謝の訪問で

した。核保有国９カ国をハーグ司法裁判所に提訴し

たマーシャル諸島、デブネス外務大臣は、日本代表

団の要請に応え、「被爆７０年の世界大会に参加し

ます」と約束。２０１５年原水爆禁止世界大会への

期待する声が強まっています。 

☆会場となったホーフブルグ王宮 

☆署名後、折鶴に挑戦するウイーン大学の学生 

☆クレメント大使も原爆展を訪問してくれました 


